
 

私は 2023 年 12 月

10 日~13 日に台湾の

台中市での開催の

International 

Symposium on 

Advances in Abrasive 

Technology 

(ISAAT2023)に参加し

ました．この学会は砥

粒加工に関わる先端加工技術，精密要素技術，計測

技術議論する学会です． 

私にとって本学会は学部４年の時以来２回目の学

会参加で初めて経験する国際学会でした．“Study on 

Machining Anisotropy of C-plane Sapphire Wafer by 

Nanoscratching Experiments”（C 面サファイア基板の

ナノスクラッチ特性）という題目で発表をさせてい

ただきました．単結晶サファイアは高強度，高耐摩

耗，高剛性といった優れた機械的特性のほか，優れ

た化学的安定性と光学特性を有し，単結晶窒化ガリ

ウム GaN のエピ成長用基板などに利用されていま

す． しかし，高硬度ゆえに加工が難しくコストも

高いといった点のほか，単結晶ゆえに各種特性が結

晶方位によって異なるという問題を持ち合わせてい

て，サファイア基板の表面品質の向上には，結晶異

方性をも考慮した上で単結晶サファイアの変形と除

去メカニズムをナノレベルで把握する必要がありま

す．そこで今回の学会では，走査型プローブ顕微鏡

の摩擦力顕微鏡機能を活用し， nm オーダの送りで

スクラッチすることにより，研削や研磨に似た現象

を解析した結果と菱面体構造である単結晶サファイ

アのすべり・双晶変形と加工メカニズムの関連性を

検討した結果を発表しました． 

発表後の感想としては，練習不足を痛感する結果

となってしましました．台本を用意し発表練習は行

っていましたが，本番は練習よりも読むのが遅くな

ってしまい，発表内容を予定より短く要約し時間を

巻くといった普段の学会発表で行っているような柔

軟な対応も，日本語の発表ではないためアドリブで

の対応も私には難しく，規定の時間を過ぎてしまう

という，国際学会の難しさを実感しました．質疑応

答に関しても，質問内容を聞き取れ，答えたい内容

もあるけれど，英語でどのように話せばいいか分か

らず，帰国してから英語の勉強をしようと決意でき

るほど英語の勉強の重要性がわかる経験が出来まし

た． 

発表では課題の多く残る結果となってしまいまし

たが，学会では他大学の学生や教授との交流もで

き，学会後にはバンケットや文化体験ツアーなどイ

ベントもあり，本学会は数多くの良い経験ができ良

かったと思っております． 
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図１ 発表会場の様子 

図 2 バンケットの様子 


